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ユアサテクノ株式会社はユアサプロマテック
株式会社と合併し、
社名をユアサネオテック株式会社に変更

ユアサ商事株式会社産業機器本部
関東FA機器部より分社独⽴し
ユアサプロマテックの前⾝となる

旧湯浅商事株式会社と旧ユアサ産業株式会社
が合併
商号変更 ユアサ商事株式会社

初代湯淺庄九郎が京都にて創業
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FMSソフトなどの販売のユアサ
商事グループ会社としてユアサテク
ノ株式会社が設⽴

1666年の創業より⻑い年⽉を経て、現在の国内外42社のグループ会社を持つユアサ商事グループを形成して参りました。
ワンストップで総合⼒を発揮できる「つなぐ複合専⾨商社グループ」として、暮らしと産業を始めとした様々なシーンに携
わっています。ユアサネオテックはモノづくりソリューションに特化し、ユアサ商事グループ最⼤の⼦会社として製造業のお
客様に向けたサービスを提供しています。

造る会社を、創るで応える。
いざ、ファクトリーソリューション

企業理念

われわれは、モノづくりの発展と継承に果敢にチャレンジし続け、豊かで安全な社会創りに貢献いたします。

ごあいさつ

当社は、⼯作機械を主⼒に⼯場設備や⽣産設備のオルガナイザーとして産業の創造・発展に貢献してまいりましたユアサテクノ
株式会社（1993年設⽴）と、⼯作機械・建設機械・物流業界向けの関連機器商材、そして環境、省エネ機器、⽔処理等の販売
を主⼒としてまいりましたユアサプロマテック株式会社（1997年設⽴）が合併し、2021年4⽉1⽇ ユアサネオテック株式会社
として新たにスタートいたしました。

両社の合併により、当社はさらなる総合⼒を発揮し、ワンストップでお客様のニーズにきめ細かくお応えし、新時代のニーズに
向けた⼀層の商品、エンジニアリング、そしてサービス拡充と機能の向上をはかり、⽇本の、そして世界の「モノづくり」に貢
献できるユアサ商事グループ会社を⽬指してまいります。

創業以来蓄積された両社のノウハウをもとに、「顧客第⼀主義」「現場第⼀主義」をモットーに、社員⼀同⼀丸となってお取引
様の信頼に全⼒で尽くす所存でございますので、今後ともより⼀層のご指導ご鞭撻賜りますようにお願い申し上げます。

※ ネオとは「新しい」を意味する語であり、テックとは「技術」を意味する語であります。当社は『新しい技術（商品、エン
ジニアリング、サービス）』をとおし、お取引様のお役に⽴てる会社として、共に歩んでまいります。

代表取締役社⻑ 濱安 守

ONE STOP
FACTRY  SOLUTION

サステナブル＆BCP事業

⼯場棟建築
⼯場内インフラ
環境対応
災害対応
etc

マシンセールス事業

⼯作機械
専⽤機械
組⽴機械
検査設備
物流設備
etc.

パーツサプライ事業

搭載組込部品
材料
OEM供給
etc.
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会社概要

会 社 名 ユアサネオテック株式会社 (YUASA NEOTEC CO.,LTD.)

設 ⽴ 1993年 (平成5年 )7⽉1⽇

本 社 〒101-0053 東京都千代⽥区神⽥美⼟代町9番地1

TEL:03-6369-1740 03-6369-1991（旧ユアサプロマテック）

資 本 ⾦ 301百万円 ユアサ商事株式会社全額

決 算 期 3⽉

事 業 所 数 国内11ヶ所

取締役 代表取締役会⻑ ⾼知尾 敏之
代表取締役社⻑ 濱安 守
専務取締役営業統括 ⾕浦 弘直
常務取締役管理本部⻑ 千葉 岳雄
取締役 ⻄部⽀店⻑ 広瀬 信⼀
取締役 ⼭⼝ 真
監査役 ⽔町 ⼀実
監査役 鈴江 浩之

従 業 員 数 159名 (2021年4⽉1⽇ )

主要取引⾦融機関 三井住友銀⾏

事 業 内 容

■マシンセールス事業

（各種機械、機器の販売及びシステムアップ、設置⼯事）

⼯作機械 /鍛圧機械 /省⼒化設備 /各種専⽤機 /周辺装置

測定・分析・検査装装置 /物流設備 /包装機械 /⾷品機械

半導体 /FPD/光学関連製造設備

■パーツサプライ事業

（各種産業機械への搭載組込み機器、部品の販売、物流）

バルブ /ポンプ /空調、冷熱関連装置・部品

駆動機器 /油空圧機器 /バッテリー /エンジン

プラスチック成形品、⾦属加⼯品の受託

■サステナブル＆BCP事業

（環境・BCP対策関連設備、機器の販売、設置⼯事）

太陽光発電、コージェネシステム等創エネ設備

空調 /コンプレッサ /LED照明等省エネ設備、機器

⼯場新築・防⽔板設置、耐震補強など改修⼯事

※⼯事内容によりユアサ商事㈱が元請

□その他 海外進出、⽣産現場改善、補助⾦申請の⽀援

会 社 名 ユアサ商事株式会社

創 業 1666年 (寛⽂6年 )3⽉

設 ⽴ 1993年 (平成5年 )7⽉1⽇

本 社 〒101-8580 東京都千代⽥区神⽥美⼟代町7番地

資 本 ⾦ 20,644百万円

上場証券取引所 東京証券取引所市場第⼀部

従 業 員 数 2,487名 (連結）、1,079名（単体）

事 業 内 容 ⼯作機械、産業機械、管材・空調、住宅設備、

外構資材、建設機械などの販売・輸出⼊及び

建設事業、エンジニアリング事業

ユアサ商事グループ

本社・営業統括・管理本部・企画部・営業技術部
〒101-0053 東京都千代⽥区神⽥美⼟代町9番1 M D神⽥ビル5階
TEL：03-6369-1740 03-6369-1991 FAX：03-6369-1969（旧ユアサプロマテック）

東部第1⽀店
〒101-0053 東京都千代⽥区神⽥美⼟代町9番1 M D神⽥ビル5階
TEL：03-6369-1741

東部第2⽀店
〒101-0053 東京都千代⽥区神⽥美⼟代町9番1 M D神⽥ビル5階
TEL：03-6369-1971 （旧ユアサプロマテック）

湘南営業所
〒252-0816 神奈川県藤沢市遠藤2020番1号
TEL：0466-88-1000 （旧ユアサプロマテック）

静岡出張所
〒420-0815 静岡県静岡市葵区⿊⾦町59番6号 ⼤同⽣命静岡ビル2階
TEL：054-255-3627 （旧ユアサプロマテック）

中部⽀店
〒465-8503 愛知県名古屋市名東区⾼社2丁⽬171番
TEL：052-779-8455 052-779-8445 （旧ユアサプロマテック）

東北営業所
〒980-0811 宮城県仙台市⻘葉区⼀番町1丁⽬16番23号 1番町スクエア4F-E
TEL：022-722-8157 FAX：022-722-8158

北陸営業所
〒920-0065 ⽯川県⾦沢市⼆ツ屋町8番1号 アーバンユースフルビル2階
TEL：076-205-0405 （旧ユアサプロマテック）

⻄部⽀店
〒542-8660 ⼤阪府⼤阪市中央区南船場2丁⽬4番12号
TEL：06-6266-4552 06-6266-4555 （旧ユアサプロマテック）

播磨営業所
〒676-0808 兵庫県⾼砂市神⽖1丁⽬1番8号
TEL：079-433-2280 （旧ユアサプロマテック）

広島営業所
〒730-0051 広島市中区⼤⼿町4丁⽬6番16号 ⼭陽ビル8階
TEL：082-245-5601

安佐北デポ
〒739-1751 広島県広島市安佐北区深川3丁⽬16番15号
TEL：082-843-4414 （旧ユアサプロマテック）

九州⽀店
〒812-8537 福岡県福岡市博多区住吉5丁⽬5番1号
TEL：092-474-6312 092-474-6380 （旧ユアサプロマテック）

国内ネットワーク 海外ネットワーク

⽶国
・YUASA-YI, INC.
「本社］シカゴ
［⽀店］シンシナティ/サウスキャロライナ

ニューイングランド

マレーシア
YUASA CONSTRUCTION EQUIPMENT SDN. BHD.
YUASA MECHATRONICS (M) SDN. BHD.MAP
NICHI-MA SEIKO REMANUFACTURING (M) SDN. BHD.
[本社］クアラルンプール

ベトナム
YUASA TRADING VIETNAM CO.,LTD.
［本社］ホーチミン ⽀店［ハノイ］.

中国
・湯浅商事（上海）有限公司
［本社］上海 ［分公司］⼤連事務所 /天津事務所 /蘇州事務所 /広州事務所
・國孝（⾹港）有限公司 ・深圳国孝貿易有限公司

タイ
・YUASA TRADING (THAILAND)CO.,LTD.
[本社］バンコク 「⽀店］シーラチャ
・YUASA ENGINEERING SOLUTION (THAILAND) CO.,LTD.
［本社］バンコク

フィリピン
YUASA TRADING (PHILIPPINES) INC.
『本社］マニラ

台湾
YUASA TRADING (TAIWAN)CO.,LTD.
[本社］台北 ［連絡事務所］台中

インドネシア
PT. YUASA SHOJI INDONESIA
「本社］ジャカルタ 「⽀店］チカラン

インド
YUASA TRADING INDIA PRIVATE LIMITED
［本社］グルガオン ［⽀店］バンガロール

ユアサ商事グループの海外ネットワークは、１0ヵ国１5社２8拠点を数えます。
⽇本で培った商品⼒やソリューション機能を海外で発揮し、新たな価値を提供しています。
海外拠点にはユアサネオテック勤務経験者が多数駐在し、国内外でシームレスな対応が可能です。
例えば国内マザー⼯場で技術検討を⾏って⼿配した設備を海外⼯場へ導⼊し、海外現地でのメンテナンスを請け負うといったフローに
も柔軟にお応えできます。

メキシコ
・YUASA SHOJI MEXICO. S.A. DE C.V
［⽀店］レオン

組織図



マシンセールス事業

ユアサネオテック技術者の出⾝例
□ユーザー側（製品製造側） ⾃動⾞関係
□メーカー側 ⼯作機械メーカー 治具メーカー / 専⽤設備メーカー / 刃具メーカー / Sier etc. 

ユアサ商事グループは⼯作機械を始めとした機械販売のパイオニアとして国内トップレベルの
取扱⾼を継続し、⻑年に亘り仕⼊れメーカーとの強固な関係を構築して参りました。
弊社では営業技術部を充実し、経験豊富な技術スタッフがお客様に寄り添い⽣産効率、品質、
コストを突き詰めた仕様検討を⾏い、付加価値の⾼い設備導⼊をサポートします。

＜取扱い品⽬＞
⼯作機械/鍛圧機械/省⼒化設備/各種専⽤機/周辺装置

測定・分析・検査装装置/物流設備/包装機械/⾷品機械

半導体/FPD/光学関連製造設備

マシンセールス事業概要

製造業の各分野におけるエキスパートを揃えたサポート体制

⾃動⾞、⼯作機械、熱処理、鍛造などの各分野におけるエキスパートを揃えた営業技術部を擁し、
お客様のニーズに沿った製造プロセスをご提供いたします。
既存の⽣産設備における製造⼒強化やプロセス⾰新など、⽣産技術を⾼度化するご提案も可能です。
また、シニア層の活⽤を積極的に⾏い、国内製造業の技術継承と⽣産性向上に寄与しています。

⽣産ラインのフル・ターンキーサービス

お客様の⽣産ワーク、サイクルタイム、精度要求、設置スペース、ご予算、納期など諸条件を綿密にヒアリングの上、
⾃社内で⼯程検討、設備仕様、全体レイアウトの構想を⾏い、⽣産ラインを⼀括でご提案します。
⾃社で構想する為、メーカーのラインナップに縛らず、複数メーカーの組合わせでベストミックスが可能です。
発注後の製作進捗管理、導⼊後のアフターサービスまで弊社が責任を持って対応します。

私たちがお客様 経営陣、⽣産技術の味⽅になり解決致します！

課題キーワード

多品種少量⽣産 不良率削減 ランニングコスト削減 環境対応 省⼈化 ⾃動
化 ⾃動化・省⼈化

⽴体ライン構想図

ロボットライン

洗浄機、圧⼊機
など⾊々な⼯程を
複合しているもの

⽴体のライン構想図

ローダーライン

物流⾃動化

⾃動倉庫＋AGV

⾷品⾃動化

ロボット



取扱い商材⼀例

2,000社を超えるお客様とのお取引によって得たノウハウや情報と、約6,000社の仕⼊先様との強固なネットワークにより
お客様の求める様々な分野の商品、サービスを、タイムリーかつメリットある価格でご提供します。
また、お客様の⽣産品を弊社ネットワークで販売することも可能で、双⽅向でのお取引によりお客様の事業の成⻑に貢献します。

パーツサプライ事業

モノづくりのトータルサポート、ものづくりのアウトソーシング
これらを実現するべくプロダクトサークルという弊社独⾃の概念のもとあらゆる課題に真摯に
取り組み価値ある機能をご提案します。

全国の主要都市に
「物流センター」

を配置 新製品の開発から
受託⽣産/販売代理
まで対応

ユアサグループでは全国の主要都市に「物流センター」を配置しスピーディーな納期対応は勿論、
検査/組⽴/加⼯などのカスタム対応まで承ります。

パーツサプライ事業

Growing Together



組⽴ 検査 納品組込管材
（バルブ、継⼿）

加⼯品
（⾦属、
樹脂、
その他）

開発・機器選定
共同作業

組込機器
（油空圧、駆動、
バッテリー、ポンプ）

素材
（⾦属、樹脂、
その他）

弊社サービスの範囲はご要望に応じてカスタマイズ可能

市場開拓
販売代理

パーツサプライ事業 補⾜要素



サステナブル事業

地球環境を守る為の省エネ・創エネ・リサイクル関連のソリューション及び企業の事業継続や
⼯場強靭化に関わる提案を⾏うことで、SDGsに取り組みサステナブルな社会の実現を⽬指すお
客様を強⼒にバックアップします。

サステナブル事業概要 カーボンニュートラル達成の為の取り組み⽀援

ユアサネオテックが
お客様のSDGs
（持続可能な開発⽬標）
への取り組みを⽀援

カーボンニュートラル
による温暖化防⽌

サステナブル（持続可能）な社会

資源保護

環境保全⾃然保護

その他社会
問題の解消

事業継続

⽬指す姿

ユアササステナビルプロジェクト「建築トータルソリューション」

SDGsの各項⽬に対応した⼯場づくりを計画するお客様に対して、ユアサグループの持つ総合⼒
を活かした建築トータルソリューションでお応え致します。
新築だけでなく既存建屋のリニューアルにも対応します。

ユアサアルミ切粉リサイクルシステム

⽇本政府は2020年10⽉に2050年カーボンニュートラルを⽬指すことを宣⾔し、
各企業にとって⼤変重要な取り組み課題となりました。
お客様の現状を把握し、再エネ・省エネ設備の導⼊、再エネ電⼒への切替やカーボンオフセッ
トを組み合わせることでカーボンニュートラル達成への道筋を⽰します。

機械加⼯を⾏うお客様に向けてアルミ切粉リサイクルシステムをご提案します。
最⼤90％もの⾼いリサイクル率によりランニングコストを低減しながら、
従来の処理⼯程と⽐較し64％のCO2削減に抑えることができます。
⾃社以外の上流・下流のCO2排出を含めたサプライチェーン排出（Scoop3）への
対応策として注⽬を集めています。


